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1 原水爆禁止 2010年世界大会・科学者集会報告

８月１日（日曜日）に静岡県職員会館「もくせい会館」で行われた日本科学者会議主催の原水爆禁止 2010年
世界大会・科学者集会に出席させて貰った．その報告をさせて頂く．科学者集会は今年で第２３回という．第

１回目に長崎で行ってから九州では行っていない．東京から広島までの都市で開催されている．第５福竜丸で

人類３度目の被爆を経験した静岡は今回で２回目という．今回の主テーマは，「核兵器廃絶の流れを一層大きく

しよう」である．

前夜，新幹線で静岡市に来て静岡駅前のホテルで宿泊した．そのホテルから会場の「もくせい会館」までは１

キロほどの距離である．１０時からの開会に間に合うようにホテルを出て駅前の通りを線路と平行に歩き，日

出町の交差点を右に曲がると，いきなり激しいセミしぐれの音に見舞われた．こんなに大音量のセミしぐれを

聞くのは十数年ぶりのことのように思う．その通りには中央にグリーンベルトがあり，そこに立派なケヤキ並

木がある．そのケヤキにたくさんのセミが群がっているのであろう．

そういえば，反核平和の運動には，夾竹桃やセミしぐれがよく似合う．７月中旬の NHKテレビの俳句大国
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で「６日午前８時ぞセミよ鳴きやむな」という俳句があった．ゲストの米国人アーサー・ビナード氏（詩人）が

作った句である．反核平和の思いが伝わる良い句だと思う．セミしぐれの中を汗ばみながら会場へ向かった．

県職員会館というので，古びて汚い建物であろうと予想していたのだが，意外にも新しく小ぎれいな建物で会場

も百名程度の会議をするには適切なものであった．百席程度の椅子席に７，８割の参加者が着席している（集

会の最後のまとめで，参加者の総数は７４名であったという報告があった）．

林弘文実行委員長の挨拶に続いて，午前中３名，午後から４名の報告があった．林氏は挨拶の中で，今年は６

０年安保のたたかいから５０年にあたり，今こそ日米安保条約の見直しが必要であると語られていた．

最初は，憲法学の浦田賢治・早大名誉教授による「情勢と課題—核抑止論の現状と批判」という基調報告がな
された．憲法学の素養のない私には講演の細部は分かりにくかった．オバマのプラハ演説は， 1⃝米国の核使用
国としての道義的責任論， 2⃝核兵器廃絶を数十年先への追いやる核廃絶遅延論， 3⃝新 START などの締結推進
の３層構造からなるが，現実政治では 1⃝は後方に押しやられ， 2⃝， 3⃝が進行しており，どちらも核抑止論や拡
大抑止論が基調となっていると分析する．その上で，これらの核抑止論を批判する「非核の抑止論」や「核抑止

の立証責任論」を紹介された．浦田氏が結びの言葉として紹介された湯川・朝永宣言「核抑止を超えて」（1975
年）の次の一節が大変印象的であった．「軍備管理には，核抑止による安全保障は成り立ちうるという誤った考

え方がある．したがって，もし真の核軍縮の達成を満たすのであれば，私たちは，何よりも第一に核抑止という

考え方を捨て，私たちの発想を根本的に転換することが必要である．」

次に亀山統一氏（琉球大）により「新たな激動の中の日米同盟再編—沖縄の基地「移設」から見えること」と
いう報告があった．まず亀山氏は，辺野古のたたかいが示した特徴を， 1⃝沖縄戦を繰り返させないという高齢
者の強い思いとその次世代への継承， 2⃝環境運動の劇的な前進， 3⃝新基地の建設と引き替えに政府が行ってき
た振興策の失敗とまとめられた．そして，昨年の総選挙で示された鳩山民主党代表の「少なくとも県外」という

公約が沖縄県民の心を揺すぶったとし，もはや沖縄県民の世論を基地撤去から動かすことは難しいと報告され

た．この沖縄の全県的な総意を覆すには，質量とも圧倒的な補償策（例えば，本土の大学予算が一律１割減の中

で琉球大だけ２割増というような）しかないとブラックユーモアをまじえて話された．普天間基地撤去の運動

は，これからの日本の進路を決める試金石となるのだろう．

午前中の最後は，沢田昭二・名大名誉教授が「米ロ新軍縮条約と米国の核態勢見直し—核抑止論からの離脱
が最重要課題に」という分かりやすい話をされた．沢田氏は，まず，米ロ新軍縮条約（新 START）は，核保有
国として軍縮の努力を宣伝するためのものであり，旧 STARTと実質的には変わらないと述べられた．例えば，
配備核弾頭を両国とも 1550にすることになっているが，現在配備している核弾頭は両国とも実際には 1700余
りであり，ほぼ 200個の核弾頭だけを非配備にする，すなわち，兵器庫に移せばよいのだ．新 STARTでは非
配備の核弾頭については何も制限していない．そして，米国の核態勢見直しでは，オバマの「道義的責任」には

触れないで「核兵器が存続する限り，米国は核抑止力を維持する」とし，核拡散と核テロリズムの防止が５主要

目標の第１に挙げられているとして，これらの核抑止政策からの脱却させる課題が重要になってきたと述べら

れた．沢田氏も「核兵器を戦争や恫喝の手段とすることは，人類に対する最大の犯罪であるといわざるをえな

い」と湯川・朝永宣言を引用して，核抑止力からの脱却のためには被爆の実相を知ることが決定的に重要だと述

べられた．

昼食後の最初にドイツ反核法律家協会理事のライナー・ブラウン氏の特別報告「戦争と平和の間の科学—科
学者の責任」があった．ブラウン氏ははじめにアインシュタインが軍事研究に対して，”I would rather beet
myself into pieces, than to participate in such a miserable doing.”と言ったことを紹介された．科学者は核
のない世界を作るためにリーダーシップを発揮しなければならないとして，1950 年代にドイツで起きた核武
装反対の運動でボルン，ハイゼンベルグ，オットー・ハーンなどノーベル賞受賞者を含んだ科学者が果たした

リーダーシップを紹介された．当時，核武装の意図を持っていたアデナウアー西独首相に対して，西独の核武

装に反対し，核開発に関する研究に一切関与しない姿勢を示し（ゲッチンガー１８），国民の反核運動をリード

したという．このことは今回初めて知った．また，氏は，今年の NPT 再検討会議の結果は disappointing で
dangerousで irresponsibleで a clear breach of lawであったが，これからの５年間は核抑止論を抑えて核のな
い世界を作って行く上での a challengeであると整理された．
その後，以下の報告があった．
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　 畑　哲也（静岡大学生） 「NPT再検討会議ニューヨーク行動に参加して」
　 野口邦和（日本大） 「原子力平和利用と核拡散」

　 佐藤博明（JSA静岡） 「焼津平和賞の創設と意義」

畑氏は，ニューヨーク行動に参加した経験を，失敗談を含めて初々しく語ってくれた．普通，このような会議

ではなかなか聞けないような新鮮なはなしであった．野口氏は，シュルツ，キッシンジャーら４名の「核兵器の

ない世界」は，目的がそこにあるのではなく，核不拡散と核セキュリティーにあり，オバマのプラハ演説も同一

線上にあるとし，核拡散の防止には，その動機を除去することが根本であると指摘した．また，当面，地球温暖

化や原油高騰への対応として原子力発電所が増加するだろうが，核兵器開発と共通する技術であるウラン濃縮

と再処理について，再処理施設は運転中止や建設中止すべきであり，国際核燃料バンク構想などのウラン濃縮

を何らかの形で国際管理下におくことは必要になるのではないかと話された．最後に佐藤氏は，今年，第一回

の「焼津平和賞」に「第５福竜丸展示館」（東京江東区夢の島）を選出した経緯とその意義を話された．市民レ

ベルから核廃絶を考えていくこのような取り組みは確かに大切であろう．

総合討論が終わり，集会のまとめに入った段階で会場を後にして１７時１３分発の「ひかり」に乗り，新大阪

で４分後の「のぞみ」に乗り換えて博多に着いたのは２１時４４分である．バスで六本松まできて後は家まで

歩いた．六本松バス停付近は，１０時を過ぎていたが浴衣を着た人々がいっぱいで夜店の呼び込みも賑やかで

あった．大濠公園の花火大会があったものと思われる．家路についた家族連れと前後しながら歩いた．この人

たちに核抑止論のまやかしを分かって貰うことが大事である．原水爆禁止運動は，セミしぐれや花火大会と同

じように今では夏の風物詩である．「昔は原水爆禁止という運動が夏の風物詩のひとつであったらしい」と人び

とが言うような核兵器のない世界を早く創りたいものである．

（2010.8.2　三好記）

2 「使用済ＭＯＸに関する経済産業大臣への質問・要請書」

グリーンアクション、美浜の会、福島老朽原発を考える会、原子力資料情報室らの市民団体の呼びかけで「使

用済みMOXに関する経済産業大臣への質問・要請書」が作成されました。会員の方から JSA福岡もこれに賛
同してほしいとの提案がありました。この質問・要請書は、プルサーマルで生じる使用済み MOX燃料の処理
の問題を指摘し、プルサーマルの凍結を要請するものです。これについて幹事会で審議し、JSA福岡も提出団
体に名を連ねました。JSA、JSA佐賀、JSA神奈川も加わり、最終的に 794団体で提出されました。
交渉は 8月 3日に行なわれました。詳しい報告は「美浜の会ホームページ」(http://www.jca.apc.org/mihama/)
にあります。残念ながら、プルサーマルの凍結は引き出せませんでしたが、自前再処理の見込みが立っていない

ため使用済みMOX燃料は長期保管が前提になっていることや、使用済みMOX燃料保管プールのコンクリー
トの長期安全性評価が不十分であること、など重要な問題が明らかになりました。

3 憲法平和シンポジウム／九大例会のお知らせ

(http://web.me.com/emiyoshi3/JSA Fukuoka/Reikai.html)

下記の講演会を開催します。日本やアジア太平洋地域の平和とは何か、どのようにつくっていくのか、考え

たいと思います。会員拡大のきっかけにもしたいと思います。お誘い合わせの上、ご参加下さい。

講演題目 : 「憲法平和主義・日米安保と朝鮮半島情勢」
講　　師 : 出水薫 (九州大学教授)
日　　時 : 9月 11日 (土)16時～
場　　所 : 天神アクロスビル 5F久留米大学サテライトルーム
入 場 料 : 無料
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4 行事案内

4.1 JSA若手夏の学校 2010 in 敦賀　～原発問題と日本の科学者～

今年も夏の学校が開催されます。参加希望の方は JSA 福岡事務局青野 (092–802–3281) まで御連絡下さい。
なお、交通費は福岡支部から補助する予定です。

開催日時 : 2010年 9月 8日 (水)12:30～10日 (金)12:00迄
宿泊場所 : 敦賀市少年自然の家（一日目）・福井市『宝永旅館』(二日目)
集　　合 : 9/8(金) 12:30迄に、JR敦賀駅 (福井県)に現地集合
参 加 費 : 8,000円 (仮)

4.2 「日本の科学者」読書会 (http://web.me.com/emiyoshi3/JSA Fukuoka/Dokushokai/Dokushokai.html)

毎月、第 2月曜 14～17時、NPO共同事務所「びおとーぷ」(福岡市博多区博多駅前 3-6-1 小森ビル 4F)で開
催しています。9月 13日 (月)に行ないます。ふるってご参加下さい。

4.3 エネルギー研究会 (http://solid.mech.kyushu-u.ac.jp/˜aono/jsa fukuoka energy/)

9月 18日 (土)14～17時、NPO共同事務所「びおとーぷ」(福岡市博多区博多駅前 3-6-1 小森ビル 4F)に第
39回例会を行ないます。舘野他編「どうするプルトニウム」(リベルタ出版) 第 3章を勉強する予定です。関心
のある方の参加をお待ちしています。

4.4 福岡環境研究会 (http://web.me.com/emiyoshi3/JSA Fukuoka/Kankyoken/Kankyoken.html)

11月に「インドネシア・イスラムと民主主義」について佐々木拓雄氏にお話しいただく予定です。詳細が決
まり次第告知しますので、楽しみにお待ち下さい。
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